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医 学 教 育 改 革 の あ ゆ み

C h a n gi n g E n v ir o n m e n t of M e di c al E d u c a ti o n

金 沢 大 学 神経 内科

高 守

医学教育の理念は ! 高度な医学的知識 ,
医療技術を身

に つ けた医師を育成し , 創造的思考力に よ る自主的勉学

意識を獲得させ るとともに ,
生命をあずか り深く社会と

関わりを持 つ 職業人と な るた め の 認識 , 人間的要素を

待 っ た医師を育成する に ある . 大学設置基準の 改正 に よ

る 6 年
一

貫教育が導入 され , 各大学で カ リ キ ュ ラ ム の 改

編が進行し て い る が ,
わ が金沢大学でも , 斬新な方法を

導入して ,
上記 の理念を具体化中である . 顧み れば平成

5 年11 月 , 当時の竹田医学部長の もと中部地区医学教育

シ ン ポ ジ ウ ム が開かれた . 当時の教務委員長と して 改革

先行中の 他大学の担当教授もま じえ て 議論された 内容

をまとめ る と , (1)
一

般 ( 教義) 教育 : ほ ぼ5 0 単位以
■F へ

の削減 . 必須科目と自由選択教科の幅の 持た せ 方 . ｢ ヒ

トの科学｣ の 導入 . 職業的実務教育と ヒ ト を対象とする

医師とな るた め の情操教育の折衷 . (2) 初期体験実習 : 初

学年次か らの 人体解剖実習 , 看護実習, 全人医療 ,
イ ン

ホ
ー ム ド コ ン セ ン ト

, 末期医療 , 救急医療の体験学習課

程導入 . (3)専門教育方法の改革: ｢ 講義形式 よ りも実習

を多く｣ , ｢小 グ ル
ー プ で の自主的学習｣ , ｢基礎 , 臨床交

流の上 に立 っ た 臓器別体系か らの疾患の とらえ方｣ , ｢ 臨

床課程中で の基礎再学習｣ , ｢総合臨床部開設努力とそ の

医学教育 へ の活用｣ な どであ っ た .
こ れ らの 実現に当 っ

て
,
(1) の 一

般教育改革は 他学部と の折衝に時間が費やさ

れ, 山本長三郎教授ほ か の当時の 学部教育等検討委員 ,

その実務委員である井関教授を補佐 し , 理想と現実の は

ぎまで 彷復した のも今は 想 い 出 で あ る . 当時発案 し た

｢医学入門｣ ほ , 医学部教官の 協力で実現化し大変好評

と聞く . 当初 できな か っ た(2) の 初期体験実習ほ ,
宮崎病

院長の御理解 , 渡辺現教務委員長の御努力で実行に移さ

れ
,
こ れも好評と聞く . 他学部進学学生 へ の 教育にも ,

3 柱か らな る テ ー マ 別科目と して 積極参加 , 好評と聞く

が
,
これも前 2 老同様医学部各講座 の 多大の協力なく し

ては実現で きな い こ と であ っ た . ( 3) の 専門教育改革に つ

いて は
! 教務委員会の下部組織と し て 新カ リ キ ュ ラ ム 検

討小委員会を つくり
,
全学的検討の 骨組み だけを つ く っ

て
, 次 の渡辺教務委員長に バ ト ン タ ッ チ した . そ の後 ,

着々 と進む改革は周知の通りで あり , 渡辺委員長の御苦
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労に深謝する次第である . 概 し て教育の効果は1 0 年以上

を経なければ日 に見え る か た ち で は現れ な い と言わ れ

るが全教官の 協力と努力の成果が , わ が大学の更な る飛

躍の か たち で具現化する よう念じて 止まな い .

卒後医学教育の 改革も大きな問題で ある . 広板前病院

長時代に立案され た臨床研修制度は , 現宮崎病院長に

よ っ て 実行に移されたが実務をあずか る小林健 一 教授

ほ か 委員の方 々 に は l 学内の とりまと め , 関連病院との

交渉な どに大変な御苦労があ っ た . 他大学に先行 した こ

の制度の成果の如何は j
全国か らも注目され , 期待をさ

れ て い る . 卒後教育改革のもう
一 つ の 柱ほ ,

大学院制度

の整備に裏打ちされ た研究の問題である . 医学部 ,
医科

大学が21 世紀 に生きの びるた め の 切実な問題と も い え

よ う . 山本医学部長, 中西教授らを中心 に 鋭意検討中と

聞く . 大学の 研究活動の業績を公正に評価するの は仲 々

困難な こと である . 近年 , 科学活動の評価 シ ス テ ム と し

て 論文生産数や引用文件数に 注目 し た 計量 文献学 が

色々 の評価基準に利用され , 1 9 9 4 年11 月1 0 日号 N at u r e

に 日本 の研究機関の業績評価の試み が発表された . 海外

発表論文か らみた旧 6 医大の ラ ン ク 付けを み る と ,
全論

文数で ほ金沢大は第1 0 位とわ る くな い 位置付けが なさ

れ て い る ( 熊本大 9 位 ,
新潟大15 位 , 岡山大24 位

,
長崎

大2 5 位 ,
千葉大3 1 位) . と こ ろが フ ァ カ ル テ ィ 論文生産

係数が1 4 位な の に全研究者論文生産係数の 順位ほ 19 位

に 落ち る . 助手, 大学院生など若手の 奮起を望む資料と

もとれ る . 1 0 年間に1 , 0 0 0 以上 の論文を出版 した大学の

論文の引用率順位はわが大学は24 位 ( 熊本大14 位 ,
千葉

大15 位 ,
新潟大22 位) で あ る .

一

流誌 へ の
一

層 の チ ャ レ

ン ジ が の ぞまれ よ う . 最後に , 医学部の 自己改革が求め

られ て い る現状を厳しく受けと め , 更な る
"

企業努力
"

を皆さ ん とともに誓 い た い . そ し て
, 他に 向か っ て わ れ

われ の 希望を述 べ る とすれば ,
学生諸君 に は マ ニ

ュ ア ル

的勉強で な い 考え る医学を身に つ け る努力を し て 欲 し

い
. ま た , 現代社会の医療が ｢ 高度 ･ 先進｣ と ともに そ

れが ｢ 情意｣ に 裏打ちされ る よ う求め られ て い る今日 ,

医学教育に先行する初 ･ 中等教育の こ の 面 で の 支援も

願い た い と こ ろ で ある .


